
パールを育てるときは、最初から理想の遺物をそろえるより、実戦で役割を果たせる形を早く作ることが大切で

す。氷属性の火力役として使うのか、愉悦編成の手数を伸ばす中心役として使うのかを決めると、必要な速度、

会心、攻撃力の配分が見えやすくなります。

育成前に決めたい三つの方針

まず確認したいのは、挑戦するコンテンツ、同時に編成する支援役、そして毎ターンのSP収支です。周回では

短い手順で火力を出せる構成が扱いやすく、高難度では耐久役と支援役の行動順まで含めて調整する必要があり

ます。パールだけの数値を見るのではなく、味方全員が無理なく動けるかを基準にしてください。

会心と速度の整え方

胴体は会心率または会心ダメージ、脚部は速度または攻撃力を候補にします。会心率が不足している段階で会心

ダメージだけを伸ばしても、実戦の火力は安定しません。先に会心が十分に発生する状態を作り、その後で会心

ダメージを増やす方が結果を比較しやすくなります。速度は味方の強化が切れる前に行動できるか、SPを必要

な場面で確保できるかという観点でも確認しましょう。

光円錐は効果の噛み合いで選ぶ

光円錐は名称やレアリティだけでなく、パールの行動回数と火力条件に合うかを見ます。会心、与ダメージ、攻

撃力、速度のうち、現在の遺物で不足している項目を補える候補が実用的です。最適候補をすぐに用意できない

場合でも、同じ運命で条件を満たしやすい光円錐を使い、実戦の回転を確認してから更新すれば素材を無駄にし

にくくなります。

遺物厳選は段階を分ける

最初の段階ではメインステータスをそろえ、セット効果は無理のない範囲で成立させます。次に会心率、会心ダ

メージ、速度、攻撃力の順で不足を埋めます。サブステータスが少し低くても、行動順とSP収支が安定してい

れば攻略は進められます。完成品だけを狙って長く足止めされるより、暫定装備で実戦を重ねて必要な数値を把

握する方が効率的です。

愉悦編成で見るべきポイント

愉悦軸では、パールの行動を増やすだけでなく、支援と耐久の役割が途切れないことが重要です。支援役が強化

を付与する順番、耐久役が危険な攻撃に対応できる頻度、SPを消費する味方の人数を確認してください。手数

を増やしても味方が行動できなくなる構成では、長い戦闘ほど不安定になります。編成を変更したら、数ターン

分のSP推移を実際に確認すると調整点を見つけやすくなります。

星玉と素材を守る育成順

本体、育成素材、光円錐、星魂を同時に追うと負担が大きくなります。まず無凸と手持ちの光円錐で動きを確認

し、不足がはっきりした後に追加投資を検討しましょう。では、次の跳躍予定も含めて必要な星玉と往日の夢華

を確認できます。欲しいキャラクターを複数追う場合は、パール用と次回用の予算を分けておくと判断がぶれま

せん。

実戦前の確認リスト

戦闘前には、会心率が安定しているか、支援役より適切な順番で動けるか、SPが不足しないか、耐久役の回復

や防御が間に合うかを確認します。結果が伸びない場合は、火力だけでなく行動順と編成全体の役割を見直して

ください。パールの強みを活かす近道は、理想値を追うことより、現在の手持ちで再現できる安定した流れを作

ることです。

パール育成に役立つ氷属性ダメージの伸ばし方

https://manabuy.com/ja/blog/honkai-star-rail/honkai-star-rail-pearl-build-guide


パールの会心、速度、光円錐、SP収支を確認し、愉悦編成で安定して行動できる育成順をまとめています。


